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小 論 文 問 題 

（教養学部 情報科学科） 

 

 

 以下の資料を参考に、大学の文系学部においてプログラミング教育を行うことの意義や問題点、

ならびに扱うべき内容について、自分の考えを理由と共に述べよ。（600 字以内） 

 
資料：教育の情報化に関する手引―追補版―（令和 2 年 6 月）より抜粋 

 今日，コンピュータは人々の生活の様々な場面で活用されている。スマートフォンや仕事を処

理するパソコン，家電や自動車をはじめ身近なものの多くにもコンピュータが内蔵され，人々の

生活を便利で豊かなものにしている。さらに，インフラや経済活動，生産活動等，社会の基盤でも

コンピュータは不可欠となっている。誰にとっても，職業生活，学校での学習，家庭生活など，あ

らゆる活動において，コンピュータなどの情報機器やサービスとそれらによってもたらされる情

報とを適切に選択・活用して問題を解決していくことが不可欠な社会が到来しつつあり，今後

「Society5.0」と言われる，大量の情報を生かし，人工知能を活用して様々なことを判断させたり，

身近な物の働きがインターネット経由で最適化されたりする時代の到来が，社会の在り方を大き

く変えていくとの予測がなされている。 
 コンピュータをより適切かつ効果的に活用していくためには，その仕組みを知ることが重要で

ある。コンピュータは人が命令を与えることによって動作するが，端的に言えば，この命令が「プ

ログラム」であり，命令を与えることが「プログラミング」である。プログラミングによって，コ

ンピュータに自分が求める動作をさせることができるとともに，コンピュータの仕組みの一端を

うかがい知ることができるので，コンピュータが「魔法の箱」ではなくなり，より主体的に活用し

たり，社会における身近な様々なものの仕組みを理解したりすることにつながる。 
 また，プログラミング教育は，障害のある子供たちも含め，その可能性を広げることにもつなが

る。プログラミングの能力を開花させ，創造力を発揮して，起業する若者や特許を取得する子供も

現れており，将来の社会で活躍できるきっかけとなることや，新たな価値の創造が期待できる。 
 このように，コンピュータを理解し上手に活用していく力を身に付けることは，あらゆる活動

においてコンピュータ等を活用することが求められるこれからの社会を生きていく子供たちにと

って，将来どのような職業に就くとしても，極めて重要なこととなっている。 
 こうしたことから，学習指導要領では，小・中・高等学校を通じてプログラミング教育を行うこ

ととしており，とりわけ小学校学習指導要領（平成 29 年告示）において，令和 2 年度からプログ

ラミング教育を行うことしている。 

 

注意 

（1）答案用紙には受験学科・受験番号だけを記入し、氏名は絶対記入しないこと。 

（2）答案は横書きとし、問題の字数に従い解答すること。 

（3）答案は 1 行目から本文を書き始め、問題は書かないこと。 
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